
の
役
員
が
答
弁

一
て
の
座
談
会
」
が
聞
か
れ
た
。
講
師
は
補

一
こ
の
座
談
会
の
模
様
は
テ
l
プ
レ
コ
ー
ダ

一

「

:

桧

滋

m

船
を
行
い
、
会
員

一綴
科
か
ら
北
村
勝
術
教
授
、
口
腔
外
科
か

一
l
に
収
録
し
、
会
員
の
お
求
め
に
応
じ
て

一

:

一

一引

所

冊

一

泌

物

の

実

数

確

保

に

一
ら

長

尾

言

語

、
放
射
線
科
か
ら
三
崎

一再
録
の
う
え
お
分
か
ち
す
る
こ
と
に
な
っ

一一一
東

京

歯

科

大

学

同

窓

会

会

報

一円

行

拠

出

代

つ

い

て

は

、
従

一針
郎
教
授
、
保
存
科
か
ら
木
村
吉
太
郎
教
た
O

(

実

費

一

、
0
0
0円
送
料
共
)

一

一

-

-

-
パ
一
一
一
一杭

発

酢

立

来

の

支

部

長

、

一授
、
そ
の
他
健
保
問
題
に
精
通
さ
れ
て
い

1

1

1
1

l

i

l

i

-

-

:
一
間
三
涼
附
則
間
二
評
議
員
な
ど
縦
の
関
係
だ
け
で
は
な
く
、

一
る
渡
辺
冨
土
夫
助
教
授
、
会
員
側
か
ら
平

U
U
U
U一一一一
日
一
一山一
一山
一一
一一

U
一一
一
一
一
山
一
一

cur
i
l--P二
級
単
位
の
代
表
者
選
出
ず
る
こ
と
に
よ

一
林
恒
夫
氏
、
山
本
為
之
氏
の
諸
氏
で
、
そ

六

月

例

会

の

お

知

ら

せ

一
り
会
の
運
営
に
参
劃
b
、
績
の
連
絡
を
充

一
れ
ぞ
れ
専
門
の
立
ち
場
か
ら
、
歯
槽
膿
漏

二

月

二

十

六

日

一分
に
す
る
。
会
常
ば
近
い
将
来
憎
一
員
を
そ
に
つ
い
て
の
諸
問
題
に
メ
ス
を
入
れ
、
こ

亡

、
内
容
の
充
実
を
計
る
予
定
で
、
会
員

一
の
疾
病
の
原
閃
か
ら
始
ま
っ
て
診
断
、
予

一本

年

度

の

六

j
例

会

を

左

記

の

第

七

十

六

回

例

会

開

催

さ

る

↑尚
一
一
れ
リ
在
考
慮
中
で
あ
る
な

一
ゴ

ー

、
処
置
、
さ
ら
に
後
処
置
な
ど
よ
フ
に
開
催
致
し
ま
す
。

一

ま
た
同
窓
会
員
の
母
校
訪
問
に
対
す
る

一
て
も
種

去
る
二
月
二
十
二
日
(
日
)
母
校
に
お

一本
会
初
め
て
の
こ
こ
ろ
み
で
あ
る
「
同
窓

一接
待
に
つ
い
て
も
善
所
方
要
望
が
あ
っ
た

一
々
論
議

い
て
第
七
十
六
回
同
窓
会
例
会
が
開
催
さ

一
会
員
の
声
を
聞
く
会
」
が
塙
幹
事
の
司
会

一
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
現
在
行
な
っ
て
い

一
が
な
さ

れ
た
。

一
で
聞
か
れ
た
。
終
始
、
本
会
の
発
展
を
一

一
る
方
法
を
説
明
し
た
(
別
に
記
載
す
る
〉
。

一
れ
た
。

ま
ず
、
河
村
会
頭
の
、
今
後
の
本
会
の

一心
に
願
う
諸
氏
が
発
言
さ
れ
、
誠
に
有
意

一

こ
の
「
会
」
の
あ
と
、
十
一
時
よ
り
故

一

各
議

あ
り
方
に
つ
い
て
、
ま
た
、
本
会
発
展
の

一義
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
要
約
す
れ
ば
次

一奥
村
名
誉
学
長
の
一
回
忌
の
法
要
が
、
御

一師
と
も

た
め
、
会
員
各
位
の
一
層
の
御
協
力
を
お

一
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
従
来

一遺
族
御
親
族
を
お
迎
え
し
、
関
根
永
滋
教

一大
変
な

願
い
す
る
む
ね
の
挨
拶
が
あ
り
、
次
に
、

一本
会
の
組
織
機
構
が
不
備
な
た
め
、
会
員

十授
司
式
の
も
と
に
、
母
校
ホ
l
ル
に
お
い

一熱
の
入

聞
副
劃
釦
回
閣
幽
咽
掴
岨
圃
・
圃

一
の
実
数
も
確
実
に
は
把
握
さ
れ
て
い
な
い

一
て
、
母
校
な
ら
び
に
本
会
合
同
に
よ
り
、
一
れ
よ
う

刈

J
1
3E
園

間

一現
状
で
あ
る
。

一
し
め
や
か
に
と
り
行
な
わ
れ
た
。

一
で
、
予

同

恥
際

取

醐

組

組

-

一

従
っ
て
会
費
の
徴
収
も
完
全
に
は
行
な

一

学
校
、
同
然
関
係
の
み
な
ら
ず
、
先
生

一定
1

時
間

'
E阻
温
圏
甥
輔
副
掴
圃
圃
闇

一
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
は
会
と

一
に
御
縁
故
の
深
か
っ
た
各
界
多
数
の
方
々

一
を
は
る

尉
制
幽
閉
凶
闘
咽
島
町
岨
・
圃
聞

一
し
て
速
や
か
に
何
ら
か
の
手
を
打
つ
べ
き

一
の
参
列
が
あ
り
、
生
前
の
先
生
の
徳
の
如

一
か
に
超

吋
魂

aa暗闇
一
で
あ
る
。
ま
た
、
会
員
名
簿
の
発
行
、
会

一何
に
大
で
あ
っ
た
か
が
し
の
ば
れ
た
。

一過
し
、

-h
w
札口
倉
孟
法
師
幽
薗
嗣
園
田

一誌
の
充
実
な
ど
を
計
っ
て
も
ら
い
た
い
。

一

午
後
は
一
時
よ
り
大
井
清
母
校
教
佼
が

一会
員
も

及
、

:
b
'
F
3
F
園
周

aa--園
理
週

一

一

J

い
時
j

悲
剛
h

-町一
あ
る
い
は
、
地
方
出
身
の
子
弟
の
た
め

一
「
欧
米
に
旅
し
て
」
と
題
し
、
先
生
御
自

一時
の
た

吻輪

Y

-

d

網
島
圃
司
‘
E

・E・-Bh
一

一

j
馨

・

開
園
田
園
園
周

一
の
祭
を
設
置
せ
よ
と
の
戸
、
も
あ
っ
た
。

一
慢
の
ス
ラ
イ
ド
を
映
写
さ
れ
な
が
ら
「
飛

一
つ
の
を

az畠
E
W
E問
」
圃
圃
・
開
園

一

さ
ら
に
、
本
会
の
例
会
に
お
い
て
は
、

一行
機
に
乗
る
ま
で
」
の
種
々
な
手
続
き
の

一
わ
す
れ

事
ぷ
司
匝・
田国凋
1
i
m
区
・
圃
・
・
盟
国
国
圃

-

一

E
臥
咽
富
山
沼
炉
困

a・
・
・
圃

一
い
つ
も
、
在
京
の
同
窓
会
員
の
出
席
率
が

一
お
話
か
ら
始
ま
っ
て
、
欧
米
の
近
況
に
つ

一
て
、
こ

4
4

・ιg咽圃園
田

--a圃一悪
い
、
お
互
に
さ
そ
い
合
わ
せ
て
出
席
さ

一
い
て
、
我
国
の
現
状
と
比
較
さ
れ
な
が

一
れ
に
聴

i
J
齢
週
間
幽
・
・

一
れ
る
よ
う
に
し
た
い
な
ど
、
そ
の
他
多
く
一
ら
、
誠
に
興
味
あ
る
御
講
演
を
さ
れ
た

o
z
t

R
H
H凶
E・
E・
一
の
意
見
が
続
出
し
た
。

一
次
い
で
、
座
談
会
に
移
り
、
関
根
、
氷
滋

一
た。

(
奥
村
先
生
第
一
回
忌
法
要
)

一

こ
れ
ら
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
一
教
授
司
会
の
も
と
に
「
歯
槽
膿
漏
に
つ
い

一

な
お
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日
時

昭
和
三
十
五
年

六
月
十
九
日
(日
曜
日
)

場
所

東
京
神
田
水
道
橋
母
校

前

回

に

ひ

き

つ

づ

き

「

会

員

一
の

声

を

聴

〈

会

」

と

、

日

常

の

臨

床

に

数

多

〈

遭

遇

し

、

補

綴

)
一頑

域

に

於

い

て

は

、

未

だ

向

困

氏一
諸

難

な

問

題

で

あ

る

「

唆

合

採

得

」

の
一
に

つ

い

て

補

綴

科

の

北

村

勝

衛

日

教

授

と

鵜

花

弘

助

教

授

の

御

講

に

演

を

予

定

し

て

お

り

ま

す

。

会

ど

う

ぞ

皆

様

お

さ

そ

い

九

円

わ

改

せ

の

う

え

多

数

御

来

会

を

お

待

庫
4

一
G

ち
し
て
お
り
ま
す
。

な

お
、

「
会
員

ω
声

を

聴

く

会

」

に

は

、

本

会

発

展

の

た

め

に

も
、

ど

し

ど

し

建

設

的

な

御

F

意

見

な

り

御

注

意

な

り

を

給

わ

爾

一
ら

ん

乙

と

を

切

望

致

し

主

お

り

一棚

一
ま
す
。

一一，

一

品

情

。
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彼心を女かのれれりと !ててててでらに迄 、でくみんたはえぐぷだ介さくてせきのれい先 由

女底外を世筈のば男言のし、し、やも努ね於持眼五なちで。ほ込とらん者れ女てら御帰ば。輩 干

ののに喜はだす遼娠え味るるつ過力人いちの人らんも癖んん言屋頻とたた帰れ白り西君で キサ
手様唯ば態とる慮、りばを事況て言家格て 、中のれも酔のとだうや緊し。ち宅 、分は村とあ 寅
紙だ々せ々人方はも昔解でん見でで者有資におて持つなに事か割とて又にす四はい先僕る 語

で つ持るだがか入万風さあやたはなで数産入子かたてい気も 、烹な行 十はる方薄つ生とが 宏
はたっ癖。言もら更のなろ彼いなけものもれさらぬ人好のあ時庖り つ五御の 山 めもがは敢 7c 
な。物物人う知なで左いう女事いれあ人作てん恰紳のい置りにに寿た日逆が話たお生春て沢 生
く亡をがの財れいな党らがらが。ばるでりもをも士悪酒け 、は至司り会惑常で ウ邪み秋君 志
、き持ざ金布な身しでし 、は世金出のあ 、痛立廿で口呑な娩酔る屋来 、だで拾ヰ魔ののと 門 局
債後つらやのい分 、しいま手間と来はり同〈派七 、やみい年 つ迄やた互 つあ時ヌし親筆 呼 ] 喧 b

券にとに会口 、だやた 、だぐに力か全 、窓なに年奥惑で友のて影;焼り楽た つ過キてか法ば土問 び F

が鞄云あのでそけろ。どキす沢 、いく又特い育近さふい人友おの烏も会事てぐ iお 、をせ説示 ア
ぎのうる金あれにう金ちャね山男と苦恥に孫てくんざくとと家形屋だへと 、れで茶役 以 て 、

つ中の浮でろも男ともらパ引湧と言労し東さ上孤がけらなしへの 、んの想恐ば応を員て下 fro
旅日相生 んえ人分事の事に寺自りをなな死 つ千に呑鱈とでつ彼な切なたそたは凡なでは生来し
にを祝日やて生程故で故述の分酒是が気亡た烏進み腹委した女らのい処しが実々紳あボきかり
!編見いを句孔を話のあでれ和の tl~ 非らがしそ足呈乾やをか 様にで愛かにみ 、 にの士るロ 、 い詰
まず相迎日子知しある附立尚肖のや若す 、のでししつ築なな就は用し凡 、お厳歯でがも立事め
れに弔えののらたっ。天っさ像事っしる僕時僕て 、た地い無い出眼ら人あ酒格科も 、鞄派だ込
去ドlf~ ろ亡後言ずのた僕のてん写とてそ等もにに帰一時の男いて来鏡 、 でくだ過医なおのに。ん
つ明うきにを :sが約は i将行と真信くんと 何実抱途本 三河だ 様もぬを酔な迄けぎでいは中死名で
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一
(
東
京
都
)
草
谷
金
太
郎
(
長
野
県
)
腰

一野
県
)
堀
内
詔
彦
(
神
奈
川
県
)
高
梨
吉

一

一原
好
(
東
京
都
)
潤
田
和
好
(
石
川
県
)

一郎
(
富
山
県
)
竹
林
和
輝
(
広
島
県
)
川

一

↑牧
野
健
(
東
京
都
)
小
島
久
史
(
愛
媛
県
)
一
口
飴
三
(
熊
本
県
山
徳
永
昭
夫
(
愛
知
県
)
一
(
茨
城
県
)
竹
村
幸
子
(
山
形
県
)
奥
山

一字
佐
美
克
麿
(
新
潟
県
)
丸
山
勝
彦
(
佐

一
石
橋
寛
祐

(
埼
玉
県
)
竹
井
正
章
(
三
重

一昭
子
(
山
形
県
)
伊
藤
敦
子
(
東
京
都
)

ら
び
に
衛
生
士
学
校
卒
業
生
諸
君
を
御
招

一賀
県
)
久
野
勇
(
長
野
県
)
中
島
博
忠

一県
)
上
村
晋
也

(
神
奈
川
県
)
田
中
涼
二

一大
久
保
規
江
(
栃
木
県
)
森
下
喜
代
子
(
箱

待
l
て
、
心
ば
か
り
の
歓
迎
会
を
催
し
、

一
(
東
京
都
)
宮
下
達
也
(
東
京
都
)
績
脇

一
(
愛
媛
県
)
神
野
叔
人
(
栃
木
県
)
薄
井

一島
県
)
重
信
弘
義
(
神
奈
川
県
)
武
井
真

全
員
に
会
員
バ
ッ
ジ
を
寄
贈
し
た
。

一婿
(
青
森
県
)
成
田
清
彦
(
福
島
県
)
村

一康
弘
(
千
葉
県
)
田
山
典
子
(
群
馬
県
)

一弓
(
静
岡
県
)
竹
田
昌
代
(
埼
玉
県
)
相

l

i

l

i
-

-
-

i

一松
武
(
千
葉
県
)
宮
下
恒
太
(
愛
知
県
)

一富
沢
憲
男
(
香
港
)
陸
燥
轟
(
山
梨
県
)

一
回
作
子
(
東
京
都
)
五
味
郁
子
(
長
野
県
)

卒

業

生

氏

名

一岡
田
亙
(
鹿
児
島
県
)
中
村
逸
朗
(
栃
木

一渡
辺
作
一
郎
(
栃
木
県
)
内
田
俊
之
(
東

一関
英
美
子
(
新
潟
県
)
阿
部
昌
子
(
千
葉

(
群
馬
県
)
天
田
治
男
(
静
岡
県
)
足
立一

県
)
村
上
普
三
(
愛
知
県
)
大
橋
俊
樹

一京
都
)
椿
篤
(
埼
玉
県
)
山
口
隆
三
(
東

一県
)
花
沢
紀
子
(
栃
木
県
〉
安
藤
氏
子
(
東

震
(
神
奈
川
県
)
青
木
英
夫
(
東
京
都
)

↑
(
愛
知
県
)
中
島
武
男
(
東
京
都
)
長
井

一京
都
)
植
村
桟
(
長
崎
県
)
渡
辺
修
志
(
東

一京
都
)
鈴
木
玲
子
(
福
島
県
)
神
林
ツ
ネ

五
藤
育
男

(
宮
崎
県
)
後
藤
高
己
(
静
岡
正
行
(
新
潟
県
)
大
島
潤
子
(
能
…
本
県
)

-京
都
)
山
本
忠
(
東
京
都
)
大
門
雄
一
(
愛
子
(
東
京
都
)
加
藤
畠
子
(
山
口
県
)
立

県
)
復
回
宏
(
芥
港
)
高
宜
康
(
富
山

一信
問
博
美
(
東
京
都
)
斎
藤
篤
(
和
歌
山

一知
県
)
山
口
敏
雄
(
新
潟
県
)
山
沢
美
智
原
マ
サ
子
(
新
潟
県
)
阿
部
日
山
子
(
東

県
)
平
井
き
よ
み
(
岡
山
県
)

林
博
司

-県
)
小
倉
耐
(
茨
城
県
)
中
村
通
也
(
青

一
(
東
京
都
)
白
井
千
雄
(
新
潟
県
)
山
本

一京
都
)
三
代
沢
よ
し
子
(
東
京
都
)
梯
稔

(
東
京
都
)
橋
詰
博
雅
(
長
野
県
)
堀
内

一森
県
)
太
田
是
男
(
神
奈
川
県
)
酒
井
真

一茂
樹
倒
(
東
京
都
)
江
幡
良
裕
(
広
島
県
)

一
(
長
野
県
)
成
宮
徳
子
(
岩
手
県
)
菅
原

俊
英
(
宮
城
県
)
花
岡
十
弘
(
鳥
取
県
)

一
一
(
東
京
都
)
大
橋
康
男
(
熊
本
県
)
中

一吉
田
謙
三

(
東
京
都
〉
渡
辺
裕
(
新
潟
県
)
一和
子
(
山
形
県
)
木
村
和
子
(
東
京
都
)

平
田
志
郎
(
神
奈
川
県
)
藤
本

一
子
(
福

一根
俊
吾
(
東
京
都
)
桜
井
善
忠
(
富
山
県
ニ
山
崎
勝
栄

(
千
葉
県
)
吉
田
芳
郎
(
神
奈

一沖

田

道

子

以

上

二
十
五
名

岡
県
)
原
嘉
彦
(
東
京
都
)
本
多
重

一角
川
澄
夫
(
青
森
県
)
成
田
む
つ
(
茨
城

一
川
県
)
柳
川
貴
美

(長
野
県
)
油
井
章

一

1

l
i
li

-

-

-

(
東
京
都
)
弁
合
剛
道
(
愛
知
県
)
長
谷

一県
)
関
根
健
夫
(
山
梨
県
)
小
俣
好
文
(
東

一
(
秋
田
県
)
山
本
隆
一
(
栃
木
県
)
天
海

一母

校

御

来

訪

の

会

員

の

皆

様

へ

川
誠
(
岡
山
県
)
淵
野
俊
彦
(
佐
賀
県
)

一京
都
)
島
田
弘
量
(
千
葉
県
)
大
曽
根
正

一仁
(
香
港
)
梁
梓
材

一

こ
の
た
び
、
母
校
に
お
い
で
に
な
る
会

飯
田
正
二
神
奈
川
県
)
広
瀬
実
(
山
口

一史
(
山
形
県
)
沼
沢
季
人
(
東
京
都
)
回

一

l

i

l

i

-

-

|

一員
の
皆
様
へ
、
学
内
教
職
員
に
同
窓
で
あ

一
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
左
記
の

県
)
井
上
夫

(
東
京
都
)
上
条
ゆ
り

(
愛
村
博
貞
)
長
野
以
)
下
笠
引
雄
(
岡
山
県
)
一

【
褒

賞

授

与

者

】

一要
領
で
バ
ッ
ジ
を
胸
に
つ
け
て
頂
く
こ
と

知
県
)
藤
江
山
(
高
知
一以
)
絞
田
淳
子
織
田
達
郎
(
福
島
県
)
大
内
良
(
東
京
都
)

一

-

上

条

ゆ

り

一
h
丈

丈

(神
奈
川
県
)
伊
東
兼
明
(
島
根
県
)
川
新
海
惚
(
埼
玉
県
)
佐
々
木
亨
子

(
東
京

一

ま
ず
、
御
来
校
の
節
は
、
必
ず
学
校
正

上
強
逸
(
北
海
道
)
川
口
進
(
愛
知
県
)

一曹
長
方
宣
(
千
葉
県
)
宍
倉
寛
一

(土

。

間
関

説

川

崎

州

市

軒

説

明

一
語

野

お

む

け

れ

ド

碕

M
Y

MM日
h
M
M
H
H均
耳

目

刊

日

目

詰

均

九

一

授
与
さ
れ
た
。

桜

井

善

忠

一諸

説

叫

沈

静

ぺ

訂

県
)
相
有
三
郎
(
福
島
県
)
菊
池
豊
(
東
田
晃

(三
重
県
)
桜
井
直
射
(
大
阪
府
)
÷
O同
君
は
在
学
中
の
成
績
が
優
等
で
あ
る

一受
け
と
り
下
さ
い
。

京
都
)
掛
川
和
子
(
愛
知
県
)
小
林
崇
志
一
鈴
木
良
之
(
福
島
白
木
)
首

F
3士
(
山
止
の
で
復
本
奨
学
金
を
以
っ
て
置
時
計
壱
一

な
お
、
お
帰
り
の
際
は
、
記
念
に
お
持

1

4

1

二
個
を
授
与
さ
れ
た
。

-
ち
か
え
り
頂
き
ま
す
が
、
再
び
御
来
校
さ

(
北
海
道
)
木
津
武
久
(
群
馬
県
)
片
野
県
)
早
乙
女
通
(
岡
山
男
」
吉
田
切
也

↑

一

れ
る
と
き
は
、
な
る
べ
く
そ
の
バ
ッ
ジ
を

一

上
条
ゆ
り
、
桜
井
善
忠
、
島
田
弘
量
、

一

光

一
郎
(
東
京
都
)
小
宮
善
昭
(
吾
川
県
)
(
富
山
県
)
高
森
田
山
(
千
葉
県
)
杉
浦
秀

一

一

お
持
ち
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

3

一

小
守
口
善
昭
、
山
口
敏
雄

黒
田
哲
生
(
東
京
都
)
待
山
欣
哉
(
静
岡
三
(
静
岡
県
)
鈴
木
英
生
(
静
岡
県
)
竹

一

刀

一
O
右
の
諸
君
に
対
し
て
は
、
在
学
中
学
業

Y

県
)
岸
淑
子
(
栃
木
県
)
菊
地
重
一
允
(
島
田
和
男
(
長
野
県
)
春
原
犠
(
北
海
道
)

一一

に
精
励
し
臨
床
実
習
成
績
も
亦
優
秀
に

根
県
)
松
尾
知
(
東
京
都
)
桜
川
裕
(
新
鈴
木
慎
一
(
愛
知
県
)
竹
内
茂
雄
(
東
京

一

っ
き
其
賞
と
し
て
同

窓

会

の

寄

託

じ

よ

野

潟
県
)
長
谷
川
汎
(
福
島
県
)
森
川
仁

一都
)
鈴
木
靖
彦
(
千
葉
県
)
宝
田
勇
(
長

一

り
同
窓
会
貨
を
授
与
し
た
。

d

一

伺

第
六
十
五
回
卒
業
式
挙
行

新

入

会

員

四

六

名

を

迎

、

っ

本
年
度
の
学
部
卒
業
式
は
、
例
年
の
如

く
去
る
三
月
二
十
五
日
午
後
一
時
三
十
分

よ
り
、
大
井
教
授
司
会
の
も
と
に
厳
粛
に

挙
行
さ
れ
た
。
今
回
の
卒
業
式
は
第
六
十

五
回
で
、
芽
出
度
く
卒
業
証
書
を
授
与
さ

れ
た
諸
君
は
下
記
の
一
四
六
名
で
あ
る
。

式
は
証
書
授
与
に
引
き
つ
つ
き
、
福
島

学
長
の
告
静
、
文
部
大
臣
祝
辞
等
あ
り
、

本
会
を
代
表
し
て
河
村
会
胤
よ
り
も
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
、
上
条
ゆ
り
れ
が
卒
業
生
を

代
表
し
て
謝
恩
の
答
辞
が
読
ま
れ
て
終
了

し
た
。本
年
度
の
卒
業
生
を
専
門
学
校
設
立
以

来
の
も
の
と
合
せ
る
と
、
六
、
九
九
六
名

と
な
り
、
高
山
歯
科
医
学
院
設
置
以
来
の

卒
業
生
を
通
算
す
る
と
、
七
、
二
八
六
名

と
な
る
。

同
日
は
、
夕
刻
よ
り
絡
山
荘
に
お
い
て

盛
大
な
謝
恩
会
が
開
催
せ
ら
れ
、
学
校
及

び
同
窓
会
関
係
者
も
御
招
待
を
う
け
、
新

卒
業
生
な
ら
び
に
父
兄
共
々
に
一
刻
千
金

の
春
宵
を
心
ゆ
く
ば
か
り
満
喫
し
た
。

ま
た
、
二
十
八
日
に
は
第
十
一
回
東
京

歯
科
大
学
術
生
士
学
校
の
卒
業
式
が
挙
行

せ
ら
れ
、

二
十
五
名
の
訪
嬢
が
杉
山
校
長

よ
り
卒
業
証
書
を
授
与
せ
ら
れ
た
。

こ
れ
を
本
校
創
立
以
来
の
卒
業
生
に
合

す
る
と
、
総
数
は

一
五
二
名
と
な
る
。

な
お
、
卒
業
式
に
先
き
だ
ち
、
ニ
イ
三

日
午
後
三
時
よ
り
、
母
校
第

一
講
義
室
に

お
い
て
、
新
入
会
員
と
な
ら
れ
る
学
部
な
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米
国
歯
科
百
年
祭
に
出
席
し
て

(ニ)

(4) 

二
言
で
言
え
ば
、
小
ぢ
ん
ま
り
と
纏
ま
っ
一

一
た
、
非
常
に
清
潔
な
学
園
と
い
う
印
象
を
一

一受
け
た
。

一

こ
こ
に
は
、
矯
正
と
口
腔
外
科
だ
け
の

一

グ
ラ
ジ
ュ
エ
|
ト
コ
l
ス
が
あ
り
、
矯
正

に
は
例
の
有
名
な
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
教
授
が

お
ら
れ
る
。

午
後
、

一
同
は
近
郊
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ニ、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
フ
か
ら
ロ
サ

一開
催
中
で
、
街
通
り
は
例
の
軍
析
を
か
む
ン
ド
の
見
学
に
パ
ス
で
出
か
け
た
。
こ
こ

一

ン
ゼ
ル
ス
、
シ
カ
ゴ
ま
で

一
り
、
胸
間
に
勲
章
を
列
べ
て
得
意
げ
に
歩
は
、
読
者
各
位
も
T

V
で
す
で
に
よ
く
御

明
く
れ
ば
三
十
一
日
、
快
晴
で
あ
る
。
一
い
て
い
る
連
中
で
一
杯
で
あ
る
。
日
系
の
存
じ
の
通
り
の
と
こ
ろ
で
、
そ
の
面
積
は

早
朝
加
洲
大
学
の
チ
ェ
ニ

l
教
筏
か
ら
本
一
歯
科
医
菊
地
ド
ク
ト
ル
の
お
迎
え
を
い
た
日
本
の
遊
園
地
を
幾
十
も
集
め
た
ほ
ど
で

日
の
出
発
に
あ
た
り
一
路
平
安
を
祈
る
と

一
だ
き
、
同
氏
の
車
で
市
内
見
物
を
し
た
が
あ
っ
て
、

一
通
り
見
て
廻
っ
て
も
二
日
は

い
う
電
話
ぞ
い
た
だ
い
た
。
午
後
零
時
半
一
と
く
に
映
画
の
都
ハ
リ
ウ
ァ
ド
へ
の
ド
ラ
た
っ
ぷ
り
掛
る
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
を
二

一

ユ
i
ナ
イ
テ
ツ
ド
航
空

(
U
A
)
機
で
飛

一
ィ
プ
は
実
に
印
象
的
で
あ
っ
た
。

夕
焼
の
三
時
間
で
細
る
予
定
で
あ
る
か
ら
、
ま
こ

び
立
つ
。
や
が
て
広
莫
た
る
カ
リ
フ
ォ
ル

一空
に
映
え
た
熱
帯
産
の
街
路
樹
が
幾
マ
イ
と
に
忙
が
し
い
。
し
か
し
、
そ
の
規
模
は

ニ
ア
の
大
平
原
が
限
下
に
民
間
し
は
じ
め

一
ル
と
な
く
整
然
と
立
ち
列
ぶ
市
街
の
一
部
実
に
篤
き
の
ほ
か
は
な
く
、
流
石
に
ア
メ

た
。
見
渡
す
か
ぎ
り
た
だ
肥
沃
な
大
役
場

一
に
、
チ
ァ
イ
ニ

|
ズ
劇
場
と
パ
わ
れ
る
映
リ
カ
な
れ
ば
こ
そ
と
思
う
他
は
な
か
っ

の
続
き
で
め
る
。
二
時
間
半
後
、
南
西
部

一
爾
封
切
館
が
あ
る
。
そ
の
前
ぃ
胞
の
コ
ン
ク
た
。
し
か
も
、
全
部
が
幾
つ
か
の
プ
ロ
ッ

自

の
大
都
市
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
空
港
に
到
着
。

一
リ
l
ト
上
に
は
主
演
俳
優
の
記
念
の
手
型
ク
に
分
た
れ
、
米
大
陸
の
未
開
時
代
か
ら
一

人
口

一
一
一
六
万
、

一
年
中
花
に
う
ず
も
れ

一
と
足
型
が
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
の
サ
イ
ン
つ
開
拓
時
代
、
現
代
を
経
て
未
来
の
時
代
を
{

た
避
寒
そ
し
て
ま
た
避
暑
の
極
楽
郷
と
し

一き
で
百
四
五
十
ほ
ど
も
残
さ
れ
て
い
た
。

一
そ
れ
ぞ
れ
素
晴
ら
し
い
規
模
で
表
現
し
、

一一

て
知
ら
れ
、
市
名
は
「
天
使
の
女

E
の
村
」

一

品
目
な
つ
か
し
い
テ
ム
プ
ル
あ
り
、
シ
ナ
子
供
達
に
も
祖
国
が
ど
ん
な
経
路
を
た
ど

昨

と
い
う
諸
原
か
ら
生
れ
て
い
る
。
ま
た
、

一
ト
ラ
あ
り
、
ま
た
最
近
の
若
い
俳
優
運
の
っ
て
現
在
の
隆
盛
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た

一

産
業
、
交
通
そ
し
て
文
化
の
一
大
中
心
で

÷名
前
な
ど
も
見
出
さ
れ
、
ち
ょ
う
ど
、

ハ
一
か
と
い
う
こ
と
が
自
然
に
理
解
で
き
る
よ

一E

も
あ
り
、
市
街
に
は
じ
つ
に
素
晴
ら
し
い

一
リ
ウ
ッ
ド
の
歴
史
の
縮
図
を
見
る
よ
う
な
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
は
感
心
の
ほ
か

一E

ハ
イ
ウ
ェ
イ
|
や
フ
リ

l
ウ
エ

l
イ
が
網

一
気

持

が

し

た

。

は

な

か

っ

た

。

日

本

の

遊

幽

地

の

無

計

耐

か

し

、

一
歩
市
内
の
道
路
に
山
る
と
、
こ

の
目
の
よ
う
に
交
叉
し
て
い
る
。
サ
ン

フ
一

夜
、
菊
池
ド
ク
ト
ル
の
来
的
り
し
い
御
的
な
配
山
と
は
雲
泥
の
差
で
あ
る
。
れ
は
ま
た
、
シ
ス

コ
や
ロ
ス
と
全
く
正
反

ラ
ン
シ
ス

コ
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
美
麗
宅
で
歓
待
を
う
け
た
と
き
の
米
物
、
と

く

翌

二
日
午
前
力
時
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
笠
刻
の
実
に
汚
く
、
至
る
と
こ
ろ
に
紙
屑
な

か
っ
清
潔
な
都
で
あ
る
。
市
内

一
流

と

い

に

、
例
の
乾
し
葡
萄
に
な
る
生
の
も
の
、

計一を
U
A
で
出
発
、
や
が
て
グ
ラ
ン
ド

・

ど
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
。
傍
の
知
屑
箱
に

わ
れ
る
ピ
ル
ト

モ
ア
l
ホ
テ
ル

に
投
戸
。

一
メ
ロ
ン
、
オ
レ
ン
ジ
な
ど
の
味
は
お
そ
ら
キ
ャ
ニ
オ
ン
の
上
に
さ
し
か
か
っ
た
。
何
は
「
我
ら
の
街
を
清
潔
に
し
ま
し

ょ、つ
」

折
か
ら
当
市
に
は
全
米
在
郷
軍
人
大
会
が

一
く
終
生
忘
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
も
表
現
の
方
法
が
な
い
大
自
然
の
パ
ノ
と
大
き
く
留
か
れ
て
い
る
が
、

一
向
に
そ

一

製
九
月
一
目
、
菊
地
氏
の
御
案
内
で
、

ラ

マ

で

あ

る

。

の

効

果

は

な

い

よ

う

で

あ

る

。

久

振

り

に

舎

一雨
加
大
学
歯
学
部
を
訪
問
す
る
。
こ
れ
は
正
午
す
ぎ
デ
ン
バ

ー
に
着
陸
、
小
憩
の

一
わ
れ
ら
が
東
京
の
街
通
り
に
山
会
っ
た
よ

椴

一
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
団
が
創
設
し
て
い
る
も
の
の
ち
、
再
び

U
A
機
に
乗
り
、
さ
う
に
キ

一
う
な
、
な
つ
か
し
い
P

気
が
し
た
の
は

例

一
で
あ
る
が
、
乏
く
増
築
さ
れ
る
予
定
の
五
ャ
ン
サ
ス
シ
テ
ィ
空
港
を
経
て
午
後
ヒ
時
一
わ
た
く
し
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。

部
階
の
建
物
の
う
ち
、
地
階
と

一
階
だ
け
が
十
分
シ
カ
ゴ
空
港
に
到
着
し
た
。
人
目
玉

さ

て

、
シ
カ
ゴ
に
は
、
三
つ
の
歯
科
大

洋
完
成
さ
れ
、

一
階
は
主
と
し
て
病
院
と
研
五

O
万
、
米
国
第
二
の
大
都
会
で
あ
り
、

一
学
が
あ
る
。
イ
リ
ノ
イ
(
洲
立
)
、
ノ
1

ス

柑
究
室
、
地
階
は
講
義
室
、
会
議
柄
、
学
生
商
工
伐
の
世
界
的
大
市
場
で
あ
る
と
と
も

一
ウ
エ
ス
タ
ン
(
私
立
)
お
よ
び
ロ
ヨ
ラ
(
私

大

関

係

の

諸

室

な

ど

で

あ

る

。

に

、
教
育
の

一
大
中
心
で
も
あ
る
。
わ
れ

-
立
)
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
誇
大
学
の
内
容

-
フ
マ
ァ
ク
ナ
ル
テ
イ
学
長
に
而
会
、
挨
拶
わ
れ
が

F
約
し
て
い
た
桁
は
シ
ェ
ル
7

ン
一
を
巾
述
べ
る
前
に
、
わ
た
く
し
は
最
近
の

i

を
述
べ
て
か
ら
タ
|
ナ
1

救
-似
の
案
内
に

ホ
テ
ル
と
古
い
、
ニ
ト
三
階
の
大
ピ
ル
デ

-
ア
メ
リ
カ
の
歯
科
大
停
全
加
の
現
状
に

つ

一
よ
り
、
校
内
を
参
観
し
た
。
診
療
に
従
事
ィ
ン
グ
で
、
今
ま
で
の
ど
の
ホ
テ
ル
よ
り

一
い
て
、
と
く
に
口
立
っ
た
二
、
三
の
点
を

一す
る
同
年
級
は
全
部
で
九
十
八
名
で
あ
り
も
素
晴
ら
し
い
設
備
を
も
っ
て
い
た
。
し

一紹
介
し
た
い
と
意
う
。
一
力
五
九
年
現
在
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(左
の
Th

階
娃
mu

部
分
だ
け
)

図

.. .. 

舎

ア
メ
リ
カ
全
部
の
歯
科
大
学
数
は
、
公
私

立
合
せ
て
四
十
六
に
達
す
る。

こ
れ
ら
の

大
学
は
、
従
来
そ
の
設
備
、
内
容
、
教
授

陣
な
ど
の
点
か
ら

A
B
C
の
三
ク
ラ
ス
に

分
類
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の

よ
く
聞
か
さ
れ
て
い
た
と
お
り
で
あ
る
。

し
か
し
最
紅
で
は
、
B
、

C
ク
ラ
ス
の
大

学
が
年
を
追
っ
て
内
容
や
設
備
な
ど
の
充

実
に
努
力
し
て
き
た
結
果
、
こ
の
よ
う
な

従
来
の
格
差
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な

っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
今
ま
で
の

B
C
ク

ラ
ス
の
う
ち
に
は
、
在
来
の

A
ク
ラ
ス
の

大
学
を
数
等
も
リ
ー
ド
し
た
よ
う
な
大
学

も
出
現
し
て
き
た
。
こ
れ
が
最
近
の
目
立

っ
た
傾
向
の
第

一
で
あ
る
。
そ
の

一
例
を

挙
げ
よ
う
。
上
の
図
は
、
シ
カ
ゴ
市
の
ロ

ヨ
ラ
大
学
歯
学
部
で
あ
る
。
左
の
五
階
建

の
汚
い
部
分
だ
け
が
大
学
で
、
右
の
モ
ダ

ン
な
高
層
の
建
築
は
別
の
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の

C
ク
ラ
ス
の
大
学
は
明
年

完
成
の
日
様
で
、
現
在
シ
カ
ゴ
の
メ
デ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
に
図
の
よ
う
な
新
校
舎
を
建

設
中
で
、

こ
の
総
工
費
九
二

O
万

ド
ル

(約
三
十
三
億
円
)
、
全
館
窓
な
し
の
五
階

建
で
、
人
工
換
気
と
人
工
光
線
の
設
備
が

率
一
り
尽
、
せ
り
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
ほ

か
、
現
在
す
で
に
完
成
し
た
オ
レ
ゴ
ン
、

ワ
シ
ン
ト
ン
(
シ
ア
ト
ル
)
な
ど
の
各
大

学
も
実
に
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
在
来
の
い
わ
ゆ
る
A
ク

ラ
ス
の
大
学
も
負
け
て
お
ら
れ
な
い
と
、

し
だ
い
に
設
備
の
改
善
刷
新
に
努
力
し
て

い
る
。

例
え
ば
、
ノ
l
ス
ウ
エ
ス
タ
ン
大

学
な
ど
で
も
、
す
で
に
各
種
の
設
備
が
改

装
さ
れ
、
学
生
補
綴
実
習
室
に
お
い
て
も

冷
暖
房
、
換
気
、
光
線
、
水
道
な
ど
の
完

備
は
中
す
ま
で
も
な
く
、
石
車
問
ク
ズ
や
金

属
ク
ズ
は
全
部
学
生
各
自
の
机
上
か
ら
ダ

ス
ト
コ
レ
ク
タ
l
で
吸
引
さ
れ
て
し
ま
う

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
実
習
中
に
学

生
の
能
率
向
上
の
た
め
の
立
自
然
放
送
(
フ

ァ
ン
ク

シ
ョ

ナ
ル

ミ

ュ
ジ

ッ
ク
と
言
わ
れ

て
い
る
。
ジ
ャ
ズ
は
能
率
低
下
を
起
す
の

... ~ .. ~ .. ，._.. '* ・... 
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十土プ こめの教協中導 ろれ一目ニ大で心まこた学王に上 とで
七はリ米 半 と 、受育会米者第がわ例立ユ学もにしのこ(用問に第と
日東ユ国 2 が%f換カを南と 三あれで つ l歯、 H乎 、財のフを加お二百ダ
、南 l政 固 1非々 、リ組:*なにつもあたヨ学私びい政ノィ占しけのつメ
旧アス府 フ 11市と共ク織をつはた 六 る向|部学かつ問 lラめてる注ただ
知ジ ・公 岳オ iにそ同ラし合て 、 。い。 上クにのけも題スデてい私口具そ
のアデ衆 :: I li:tの山ム、む一全 にこを大く伝て同 に ウルいる立さ合ぅ
間各イ衛 政~ 1'=1達版の米汎昨米 考の見学ら統い窓(;tエフたこ大れ でて，
柄地 ・生 訪サ |さ成物統大ア年歯 え点せ歯べをるの近スィペと学るああ
でをフ部 門イ |れにの一隆メ十科 さにて学 、 誇。後 {I二タアンでの}\'，~ るる
あ歴ォ歯 :ス lたヲf刊 、にリ 一 大 せつい部最るニ在是非ン -，Iiシあ 古 (士。 )
る訪 1利 描 | 。 力行教おカ月~: らいるが近コユと市大)ルる悩、 の持
松後サ最 l専 | しな授け商に協 れてのし 、ロ|協 に学でノ〈 υ が大 技Z
宮三イ高 士 l てど・る料、会 ろはもだ洲ンヨカ11fiで も ニ紅、し学 制!J
教月ス顧 の いを学歯大北が と、そい立ビ|ををも、アザ'だ迎 も
授ニ博問 るき生科学米主 こわのにのアク熱悩 、ま大のい蛍 あ

I恵逝としりれ納ん(いで国 l右めにわ大学お胸ょにリで たび理土観 満ら細装をしら
無くして記、め達 二 るも立 、終ら要た学 、こをびあピマ来 。帰出 、光翌足のにの訪たの
常君て此念又、は 頁 l。学歯香了れ請りのピの受高たンニる 円 田 京身大古ーを歓視大問。出

子議224芸?221育委実若手ご主詩;引量消討 事管 l 三宮雪員宅契守護kf守
T雪量TI25tzlZ主君子守;Et長与手間島民手 ジ教 i員長苦手壁Zid占星画委
東 6 ぃ 、 た川きー ~ I 空をよ訪ネまの義てはィる学学会い五 ア授 ; 空待西都は母ィち院授三け
風 とも吾と校父 i部 I ~各行 び問シたでを 迎田リこ術教総て日 諸ら | 路を次同京校|学 、案十て
の見の人聞へのを 1 出う 7 しア 、、 行え fì~ ピと請を会第か 国近 1 帰う生窓都をに長研内-3]:J 
閤郷ではく桜御京 i発こレ 、、 同そう 、助ンに演!日が ii."::> '!' 'T 1吋け博官お辞臨室究の日田
いあ感。の冥都 |のと !とタ助のこ約教国な者間 112をく | のた土問よ去みに室も正空
沢けつ激此苗福本 1:[' fこ歯く イ教準とー授立っと助;健 二 卜 訪 | 途の びし 、てなと午港
口りたのの木を願 J定な科に 、授備を週ら歯たし教さ l!.!l九 問 ! にち富 l後奈た非諸どににに
縁 。泣人を祈 王手 。つ大タマらも母 聞を科。て役れフ日 つ 、校雄良 。常教を 、母来
洋 傍に贈らへ て学イレは進校に同大な招おるィま い再病博の な授討:新校着

献 しく時葬菩儀場 人を術に院たりに歩応が術が 客年を口年勤秋トゲにに科福 l'兄
さてし代儀提委内風と受生入にが 、脳行病 、を 、風と凶揮 l陸前務東ゲン留同医島凶弟風
れ学 、ょを寺員の問なけ部院転 、引出も院昨受特問な月わ衛にし京ン学 ま校専県日の問
、生母り行 rlJ長 lfrl君つては中院本継血 μlで年けに君つ十れ生退 、T育学をつをに岩51<:阿又
ラの校訴し、野のIJ(iliの子 、のはさ年ぎに米子のた病はた三た音[1~i~ 学技の専て卒人権京男川
ジ口学術納区下記御 。 遂 ~I iまれ 一度てる術春 以身頑 。日がにさ校師講攻照業学中 都と郎

硝芸高見語版 同信正平副l装委員合:警 告品会を思議きk皇民主義産主日
投生のにれ寺わ天は 秋及員の日院 、とけ脱病な体 二のさ後衛任抱昭先聞大を芝明間
当忠口長たにれ箱 、 化ば 、慶にに左なてパ気く格 時たれ 、生さ任和生家正卒今治牟
l時想腔じ 。お 、荘母 症ね門応母て半り経ピは 、で 三めてラをれせ十のに五業入二回
は千年 f軒 、故い凶で校 の手下 、校療身 、過ロな盲は 十昭得イ担 、ら六下入年し町寸家
議及生文人て )Jj潟市 制厚生市の養不退も lか腸な 分干11意オ任教れ年にり十てに五の
演法古s筆は厳十莫川 名い 、川市せ随院良ム 炎か 不三のンし育 、迄レ 、月来 生年十
童に長を学:粛 _-/，_一連 で 看口封 川 らと間好でつでつ 帰十才歯 、局同レン母八京れ二一
詰責と好生な日葬動 故護股院病れな近で慶た手た の五能桝数に年ント校日樹 、月人

君月始うのさたれ潔鈴もて之来線市れうは地辺此岡をに
の二。。はれが 、幹木の浜れ駕の医た企徳静i清学支見宿春
御十先学実た 、同事孫が松をが支師の図永岡治会部る集は 静
霊日ず会にの此君が ーあ駅顧気障会はで寅市 、にの盛し総
に逝森は意に伊揮i準君つ頭み遺凶館九北蔵に高は誇況 、会 岡
黙 去 回、外 不豆の備共たにずわ俗 、月村支迎橋金りは毎
梼の福 !{1の杓惨出王々と降 、れ事伊二l務部ぇ庄竹の何回秋 支
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(
イ
リ
ノ
イ
大
学
歯
学
部
)

風
間
叉
四
郎
君
を
悼
む

中
井
武
一

に
名
声
を
博
し
た
事
で
あ
る
。
更
に
口
腔

一
衛
生
部
学
生
の
私
的
商
に
も
好
く
御
世
話

E
一
を
な
さ
れ
、
入
院
中
は
陸
井
四
郎
君
等
は

良

一度
々
慰
問
し
、
北
海
道
の
小
林
覚
一
君
は

飛
行
機
で
病
床
に
馳
せ
参
じ
た
美
談
も
あ

る。
風
間
君
は
関
東
大
震
災
頃
迄
は
歯
利
界

で
も
稀
れ
に
見
る
好
条
刊
の
境
遇
に
あ
ワ

た
が
、
晩
年
は
一
人
娘
の
綾
子
様
は
和
歌

山
の
彦
坂
家
に
嫁
し
、

一
子
を
残
し
て
他

界
さ
れ
、
奥
様
の
信
子
様
も
晩
年
は
健
版
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勝
れ
ず
、
三
年
前
に
綾
子
様
の
跳
を
追
わ

れ
、
風
間
君
は
家
庭
的
に
は
孤
独
で
あ
っ

た
が
、
好
き
友
、
き
門
人
に
見
取
ら
れ
、

幸
福
で
あ
っ
た
。
御
通
夜
の
折
り
に
弟
さ

ん
に
聞
い
た
事
だ
が
、
彼
が
東
歯
入
学
前

に
陸
軍
士
官
学
校
を
受
験
し
て
陸
軍
士
行

志
望
で
あ
っ
た
と
は
剛
気
の
話
で
あ
る
。

風
間
君
は
酒
席
で
大
津
絵
の
「
抱
い
て

根
岸
の
石
の
地
蔵
様
を
右
に
見
て
」
は
御

得
意
で
あ
っ
た
が
、
永
久
に
彼
の
美
戸
を

聞
く
事
は
出
来
な
い
。

部
長
の
挨
拶
、
浅
井
石

一
幹
事
長
の
会
務

報
告
後
、
五
十
嵐
活
問
幹
事
は
特
に
発
一
一白

を
い
水
め
、
同
窓
鹿
島
俊
雄
氏
の
参
議
立
候

補
に
就
い
て
の
上
京
聴
取
の
情
報
、
及
一

致
結
束
当
選
を
期
し
度
い
と
桜
々
熱
弁
を

振
っ
て
要
望
さ
れ
た
。
次
で
浅
野
武
男
君

が
立
っ
て
同
君
が
八
月
渡
欧
、
英
国
ク
ラ

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
に
於
け
る
万
国
模
型
飛
行

機
端
技
大
会
に
わ
が
国
仙
唯

一
人
の
代
表
と

し
て
参
加
さ
れ
た
事
、
共
際
県
支
部
の
後

援
に
対
す
る
謝
辞
兼
渡
欧
維
感
談
が
あ
っ

た
。
夫
れ
よ
り
北
村
先
生
の
講
演
に
入

る
。
先
生
に
は
之
に
先
達
て
福
島
学
長
の

御
趣
旨
伝
述
、
二
十
六
日
台
風
の
際
、
学

長
が
校
内
に
宿
泊
さ
れ
て
山
禦
に
挺
身
奮

す
さ
れ
た
情
報
後
、
演
題
「
補
綴
さ
ま
ざ

ま
」
殊
に
吹
合
採
得
の
近
川
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
義
歯
の
実
験
例
を
ス
ラ
イ
ド
映
写
で
解

説
さ
れ
、

大
い
に
有
益
な
示
唆
を
受
け

た
。
学
会
終
了
時
に
五
時
二
十
分
、
夫
れ

よ
り
例
に
よ
り
懇
親
会
場
県
竹
荘
に
向
っ

た
。
本
部
幹
事
長
白
川
乎
氏
要
談
で
陪
席

さ
れ
て

一
同
活
気
旺
溢
と
な
る
。
開
宴
前

前
述
の
浅
野
君
に
は
特
に
万
国
競
技
に
使

用
の
記
念
の
実
物
模
垣
飛
行
機
を
持
参
、

披
露
説
明
に
当
ら
る
。
北
村
先
生
の
如
き

は
、
幾
度
か
感
嘆
讃
辞
を
洩
ら
さ
れ
る
と
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い
う
情
景
は
忘
れ
難
い
。
宴
会
出
席
は
学

会
参
加
を
迄
か
に
上
廻
っ
て
五

O
名
と
な

る
。
宴
会
は
松
下
寿
県
支
部
評
議
員
の
司

会
の
下
、
例
に
よ
り
一
謹
又
数
諸
問
廻
わ
る

程
に
、
い
つ
と
は
な
く
和
気
満
堂
の
雰
囲

気
に
包
ま
れ
た
。
此
の
一
夜
の
愉
し
き
表

情
を
惜
し
ま
れ
た
白
川
苧
幹
事
長
に
は
御

所
望
に
よ
り
寄
書
の
興
あ
り
、
又
宴
樹
の

程
舞
台
に
立
っ
て
踊
る
は
美
女
で
は
な
い

二
人
の
男
、
肥
満
型
と
細
型
夫
々
慰
労
の

取
持
で
あ
る
市
川
潔
、
片
や
早
川
博
の
両

幹
事
が
そ
れ
。
数
名
の
浜
松

一
流
の
美
妓

を
相
手
に
何
れ
劣
ら
ぬ
春
鎗
転
青
海
波
な

ら
ね
実
に
素
人
放
れ
の
数
々
は
粋
な
風
情

を
一
段
と
添
え
、
級
の
夜
に
適
わ
し
い
情

緒
の
展
開
で
あ
っ
た
。
最
後
に
市
川
示
の

発
声
で
同
校
併
同
窓
の
万
歳
三
唱
で
終
了

し
た
の
は
十
時
近
か
っ
た
。

此
目
、
北
村
、
白
川
阿
先
生
の
迎
迭
に

は
毎
回
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
自
家
用
大
型
車
を

す
す
ん
で
自
ら
操
縦
、
仰
を
取
ら
れ
た
回
復

本
要
二
君
に
、
又
開
催
に
就
い
て
地
元
同

窓
の
御
尽
力
に
対
し
、
感
謝
し
て
お
き
た

い
。
悶
み
に
今
回
は
特
に
新
進
気
鋭
の
若

手
会
員
が
多
か
っ
た
事
は

一
入
印
象
的
で

も
あ
り
、
心
強
く
感
ぜ
ら
れ
た
こ
と
だ
っ

た。
学
会
出
席
者
は
五
十
嵐
発
昭
、
徳
永
寅

蔵
、

浅
井
寿

一
、
朝
波
惚

一
、
河
村
三

省
、

木
村
幸
人
、
平
岡
光
一

、

岡
村

一

夫
、
杉
浦
実
、
杉
浦
宏
、
佐
康
孝

一
、
小

野
田
茂
里
、
泉
地
栄
寿
、
西
尾
昌
、
中
川

勝
彦
、

宇
蘭
公
雄
、
森
和
喜
夫
、

森
糸

平
、
小
野
田
幸
太
郎
、
小
野
田
政
春
、
山

口
晋
作
、

本
目
晃

一
、
手
島
袋
、

松
下

寿
、
三
好
市
、
林
純
一
郎
、
鈴
木
孫
一

、

早
川
博
、
内
国
道
貫
、
榎
本
要
二
、
足
立

益
彦
、
佐
野
裂
介
、
磯
貝
正
、

浅
野
武

彦
、
竹
山
芳
太
郎
、
混
美
悦
郎
、
深
美
達

郎
、
村
尾
伴
、
田
中
康
夫
、
森
田
宮
雄
、

三
木
田
、
市
川
潔
、
森
田
福
造

兵

県

康

'
支

部

塚
本
支
部
長
に
代

っ
て
一
年
、
三
月
イ

一

三
日
午
前
十
時
よ
り
繊
維
会
館
に
於
い
て

一

三
十
四
年
度
の
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
一

例
年
に
な
い
多
数

(五
名
)
の
仏
故
者

一

の
冥
福
を
祈
っ
て
開
会
に
移
る
。
地
方
選

一一

つ
き
合
え
な
い
ね
、
と
い
う
様
な
顔
を
す

に
続
く
参
院
選
と
選
挙
に
関
連
す
る
件
が

一

赤

一

る
。
彼
の
唯
一

の
楽
し
み
は
、
夏
の
日
の

会

務

の

大

部

分

を

占

め

た

こ

と

も

今

年

度

一

一

一

昨
年
は
も
う
ク
ラ
ス
会
は
や
ら
ず
終
い
二
時
蜘
の
音
を
追

っ
て
山
野
を
抜
渉
し
、

の
特
徴
で
あ
り
、
た
め
に
支
部
特
異
の
学

↑

一

一
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
遅
く
な
っ
た
が
杉
一
其
芦
に
聴
き
入
る
の
が
何
よ
り
の
趣
味
と

術
研
究
会
が
割
愛
さ
れ
た
の
も
事
家
で
あ

一

一

一
山
教
授
の
欧
来
視
察
帰
朝
祝
い
と
忘
年
会
一
い
う
、
誠
に
熔
し
い
限
り
、
羨
む
べ
き
心

る
。
そ
の
間
に
あ
っ
て
特
に
対
外
交
渉
に

一

一

土

乞

兼

ね

て

や

ろ

う

と

い

う

。

一

境
の
極
み
で
あ
る
が
、
せ
め
て
タ
ラ

ス
の

円
満
な
結
果
を
み
た
こ
と
は
、
支
部
長
の

一

一

一

吾
々
ク
ラ
ス
人
は
心
細
い
事
に
全
国
で
一
集
り
位
は
出
て
、
余
興
に
蝉
の
真
似
で
も

独
断
場
で
あ
り
、
氏
の
手
腕
に
よ
る
政
絶

一

一

一
う
七
十
名
に
満
た
ぬ
。
何
時
も
ク
ラ
ス
一
し
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

大

で

あ

っ

た

。

一

一

止
会
の
通
知
は
特
別
の
，事
で
も
な
い
限
り
近
一
扱
て
当
夜
、
杉
山
の
欧
米
各
国
を
経
廻

新
年
度
事
業
計
凶
の
中
最
も
熱
心
に
計

一

一

一県
近
郷
の
十
四
、
五
名
に
限
ら
れ
る
が
、

一
つ
て
の
い
ろ
い
ろ
が
カ
ラ
l
フ
ィ

ル
ム
で

議
さ
れ
た
の
は
、
病
気
、
災
害
見
舞
の
件
一

一

で
あ
る
。
こ
れ
は
身
近
に
度
々
経
験
し
た

-
そ
の
者
共
も
仲
々
腰
が
重
く
、
当
夜
は
僅
一
紹
介
さ
れ
る
、
握
み
所
が
よ
れ
、
撮
り
方

一
に
飯
田
清
、
杉
山
不一一
、
岩
垣
宏
、
野
田
一
が
仲
々
い
い
し
、
カ
ラ
ー
も
美
し
く
、
ど

問
題
丈
に
、
身
実
の
あ
る
応
答
が
交
さ
れ

一

一

i

一象
、
河
村
喜
久
治
、
本
間
太
郎
、
小
畑
蕃
一
れ
も
が
楽
し
く
素
晴
ら
し
い
。
一
国
一
緒

た
。
中
で
も
類
火
全
焼
の
体
験
者
松
村
正

一

一

一
の

七

名

で

あ

る

。

一

に

向

う

を

覗

い

た

様

な

気

持

ち

に

、
少
し

証
氏
の
意
見
は
傾
臨
時
に
値
し
た
。
氏
の
火

一

一

一

欠
席
の
理
由
は
ド
ッ
ク
入
り
を
し
て
い
一
ば
か
り
さ
せ
て
も
ら

っ
て
嬉
し
が
る
。

災
に
当
り
、
支
部
幹
部
有
志
の
奔
走
も

一一

一

一

、
転
地
静
養
中
と
か
、
血
圧
が
ど
一
実
際
、
こ
の
様
な
親
切
な
も
の
を
見
る

助
に
は
な

っ
て
い
る
が
、

一
七

一
名
の
会

一

一

一

の
と
皆
棺
桶
を
側
近
く
置
い
た
様
な
言
一
絶
好
の
折
を
逃
す
な
ん
て
全
く

「
ザ
マ

|

員
中
一
四

O
名
の
協
力
を
み
た
こ
と
は
喜

一

一

一
訳
か
或
は
公
用
の
為
と
あ
る
。
一
見
ろ
」
み
た
い
な
も
の
で
あ
る
。

ば
し
く
、
本
会
の
在
り
方
の
指
針
と
し
て

一

一

の
意
義
も
大
き
い
。

一

公
用
と
な
る
と
蕨
の
海
野
悔
の
如
き
診
一

「五
口
々
も
卒
業
し
て
来
年
は
も
う
四
十
年

午
後
か
ら
始
ま
っ
た
関
根
教
授
の
特
別

一療
は
十
数
年
も
前
に
倖
に
ま
か
せ
、
己
れ
一
自
に
は
る
か
ら
ナ
ァ
」

講
演
は
四
時
間
半
に
亙
っ
た
に
も
不
拘
、
一
は
町
の
保
育
園
々
長
、
民
生
委
員
等
肩
書
一
突
女
五
ロ
が
ク
ラ
ス
会
々
頭
世
話
係
の
河

一
だ
け
で
も
二
十
に
余
り
文
字
通
り
の
東
奔
一
村
が
四
十
年
か
か

っ
て
悲
し
く
も
見
事
に

五
十
数
名
の
会
員
中
一
人
の
中
退
者
も
無

一

一

一

く
終
了
し
た
こ
と
は
、
流
石
人
気
絶
頂
こ

一
酉
走
町
も
其
合
聞
に
は
数
十
名
の
弟
子
に
一
禿
げ
切

っ
た
頭
を
ツ
ル
リ
と
感
慨
深
げ
に

あ
る
先
生
の
独
断
場
と
敬
服
し
た
。

」

謡
曲
指
南
と
い
う
。
来
年
一
杯
ギ
ッ
シ
リ
一
撫
で
た
が
、
全
く
四
十
年
の
才
月
は
夢
と

例
に
よ
り
学
校
の
現
況
報
告
の
あ
と
、

一
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
組
ま
れ
て
い
る
と
い
う
一
流
れ
、
最
年
少
の
杉
山
で
さ
え
来
年
は
還

赤
裸
々
な
会
員
の
希
望
が
出
た
。

一

か

ら

恐

ろ

し

い

。

一

歴

を

迎
え
る
と
い
う
。

中
で
も
野
村
、
保
坂
両
先
輩
を
始
め
、

一

高
木
彰
一
郎
は
彼
の
区
域
の
釣
同
好
会
一
改
め
て
シ
ミ
ジ
ミ
其
顔
を
見
れ
ば
、
何

参
集
者
の
平
均
年
令
が
五
十
六
才
で
は
地

一
の
会
長
、
つ
ま
り
世
話
係
で
、
診
療
釣
一
程
年
に
相
応
し
く
、
額
の
面
積
は
学
識
と

方
支
部
は
時
と
共
に
消
滅
す
る
と
の
切
実

一釣
診
療
と
寸
暇
を
持
た
ず
台
風
の
見
舞
で
一
共
に
止
め
度
も
な
拡
く
大
し
、
後
頭
を
越

な
訴
え
が
出
、
そ
れ
に
関
述
し
て
当
地
に

一釣
が
フ
イ
に
で
も
な
ら
ぬ
限
り
ク
ラ
ス
会

一
え
様
と
し
て
い
る
。
誰
だ
「
記
念
写
真
は

於
け
る
誠
験
復
活
要
望
あ
り
、
教
授
の
誠

一
も
も
と
よ
り
如
何
な
る
呼
び
出
し
に
も
応
一
後
向
き
も
撮
れ
よ
」
な
ん
て
云
う
奴
は
。

意
あ
る
解
答
を
得
て

一
応
会
を
閉
じ
た
o

一
じ
難
い
と
あ
る
か
ら
恐
れ
入
る
。
一
野
田
は
七
十
を
間
近
に
控
え
乍
ら
「
こ

所
を
換
え
て
の
懇
親
会
に
充
分
の
時
を

一

中
村
孝
四
郎
は
立
川
に
ど
っ
し
り
腰
を
一
の
俺
を
見
ろ
よ
、
白
毛
な
ん
て
ケ
チ
な
も

過
し
て
教
授
を
駅
ま
で
。
松
村
、
藤
井
両

↑据
え
、
診
療
以
外
は
一
サ
イ
お
つ
き
合
わ
一
の
一
本
も
な
い
ぞ
」
と
其
言
の
如
く
、
全

博
士
を
始
め
、
見
送
る
者
十
三
名
中
筆
者
致
さ
ず
な
り
と
い
う
。
「
ク
ラ
ス
会
位
出
↑
〈
青
年
の
様
な
豊
富
な
黒
髪
を
少
々
残
念

一
を
除
く
全
員
が
学
位
を
持
っ
て
い
る
。
ろ
よ
」
と
誘
え
ば
大
き
く
左
右
に
手
を
振
一
な
が
ら
敏
だ
ら
け
の
顔
を
ク
シ

ャ
ク
シ
ャ

一

兵
庫
支
部
は
愈
々
健
在
で
あ
る
。

一
っ
て
「
イ
ヤ

l
」
と
言
っ
て

ニ
ヤ
リ
と
す
一
と
笑
っ
て
誇

っ
て
い
る
。

一

(
人
見
記
)

一
る
。
そ
し
て
俗
人
の
お
前
達
と
は
ど
う
も
一
飯
田
と
岩
垣
は
も
う
サ
ツ
キ
か
ら
痔
の

ク

フ J

ス

ー .

':Z;; " 

i便 j

り:

話
だ
が

「俺
は
な
痔
が
癒

っ
て
ホ
ッ

ト
し

た
よ
」

「
停
滞
し
て
い
た
何
も
か
も
が
新

し
く
若
返
っ
て
サ
:
:
:
俺
は
最
低
週

一
回

が
い
い
と
思
う
ナ
」
何
ん
の
話
か
と
思
っ

た
ら
、
ク
ラ

ス
会
を
週
一

回
は
や
ろ
う
と

い
う
の
だ
と
い
う
が
、
ど
う
も
話
が
変
転

飛
躍
す
る
の
で
聞
い
て
い
る
方
が
マ

ゴ
マ

コ
す
る
。

「
オ
イ
オ
ィ
、
久
し
振
り
に
顔
を
合
せ
た

ば
か
り
な
の
に
痔
の
引
山
な
ん
か
止
せ
よ
、

も
う
お
終
い
み
た
い
だ
ぞ
」

「
そ
れ
じ
ゃ
、
テ

ッ
ペ
ン
へ
持
っ
て
行
く

か
」「テ
ッ
ベ
ン
だ
?

テ
ッ
ペ
ン
は
ツ

ル
ツ

ル
で
何
も
な
い
じ

ゃ
な
い
か
」

老
人
共
、
心
を
童
児
に
還
え
し
て
ハ
シ

ャ
グ
こ
と
ハ
シ

ャ
グ
こ
と。

今
年
は
卒
業
四
十
週
年
の
ク
ラ
ス
会
を

や
る
。
皆
出
て
来
い
。
(
小
畑
蕃
記
)

O
右
の
記
事
は
編
集
の
都
合
に
よ
り
掲
載

が
大
変
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

昭

二

会

昨
年
は
二
月
六
日
、
欧
米
視
察
帰
京
さ

れ
た
杉
山
不
二
教
授
の
講
演
を
伺
い
、
新

宿
の
「
昧
の
と
ん
き
ち
」
に
て
地
方
よ
り

も
参
集
新
年
宴
会
を
行
う
。
出
席
杉
山
不

一一
、
孤
回
、

小
池
、
黒
沢
、
馬
場
、
須

佐
、
高
橋
、
五
十
嵐
時
雄
、
清
水
、
在
京

会
員
河
辺
、

西
堀
、
大
鶴
、
下
江
、
矢

野
、
立
原
、
島
因
。

一
一
一
月
十
二
日
、
河
辺
君
の
臨
床
講
演
、
十

五
名
出
席
。

五
月
二
十
六
日
、
河
辺
君
の
臨
床
講
演
、

十
八
名
出
席
。

八
月
二
十
八
日
我
等
の
ホ
l
プ
河
辺
君

の
博
土
号
受
与
の
祝
賀
会
を
中
井
俊
次
委

員
の
御
配
慮
で
杉
山
不
二
教
授
を
迎
え
、

元
竹
田
宮
邸
内
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に

於
て
催
し
、
昭
二
会
幹
事
長
の
祝
辞
、
学

術
研
究
会
幹
事
長
西
場
一
夫
君
欠
席
の
た

め
大
鶴
君
の
代
辞
あ
り
、
目
出
度
く
も
盛

会
を
極
め
、
今
後
歯
科
界
の
た
め
御
健
闘



野
、
大
鶴
、
八
百
枝
、
吉
田
、
島
田
。

十
一
月
二
十
日
最
近
の

口
腔
外
科
の
症

例
並
に
薬
物
療
法
に
就
い
て
、
慶
応
病
院

の
中
村
博
士
の
講
演
、
天
然
色
の
ス
ラ
イ

ド
に
て
の
説
明
、
我
等
学
生
時
代
を
考
え

る
と
今
の
学
生
は
幸
福
ゃ
な
。
出
席

・
清

水
、
下
江
、

西
堀
、

大
鶴
、
河
辺
、
矢

野
、
高
橋
、
立
原
、
吉
田
、
昭
二
会
ニ
ュ

ー
ス
報
告
(
島
田
宗
武
記
)

午英の午大十長ッ都十あで旧しま 記卜橋面今氏風 鶴高み震演伴小九り辺鶴井上定員幹昭く二下
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時日 、、 十 、り 、ト昨 のる後の胸一台問 、申友勢 回国驚 、い医一 地司局 、榎俊彦耕結 つ杉
代 見野ヤー南去幹ン秋 伝決の恐近端風 当上の湾 、中く埋て療人 方 ョー 小 、次 、究果て 山
の物口ア日はる事タ京 言意復ろく を後松方げ諸台 大 、の没講の者 よ河大荒水決委会 、頂不
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原木中 、北を御元快をも歌や程り君総八午の知別検辺しラ 、美 、る大久むる
、孫井金久党送幹晴楽と 、。ーーに会名前国るれ露清芸マ昨人み 、広閥ね赤
山一 、子宍ゆり事にしに昭 日日パ 地 の十家と自あ治のン秋遥ち時間の夫川
円、 大 、 。下会しみ 唱 二 余旅 トは物時試こ由り 、披ののののはに情人屋
円滑森水 伊 出さ員てに和会 分館ン ~Iじ故総験ろ行 、 藤露十京おくよ 山 濃約会
* 、上藤席れの絶別し軟 にをは海会会のに動午原等六都酌のし海や三場
山、 小 、竜青し御好れ 、を 取彼厳i音員議公非 、後鎮にミ総にい錦のか十に
て 鈴川松見山友配ののー立 るが粛五の事命ずこ十雄歓リ会日で繍美に有到
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り
ま
す
の
で
、
全
国
各
地
方
の
会
員
諸
兄
速
、
五
十
九
名
の
多
数
の
諸
氏
か
ら
御
送

に
は
、
是
非
御
参
加
下
さ
れ
ま
す
よ
う
、

附
下
さ
い
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と

今
の
う
ち
か
ら
よ
ろ
し
く
御
準
備
の
程
、

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
総
計
二
万
六
千
円
に

お
願
い
致
し
ま
す
。
(
詳
細
は
後
日
通
知
し

一
な
り
ま
し
て
、
三
川
二
十
九
日
附
を
も

つ

ま
す
〉

一
て
、
君
の
御
霊
前
へ

、
送
附
い
た
し
ま
し

期
日

十
一
月
三
日
へ木
)l
四
呂
(金
〉

た
と
こ
ろ
、
御
舟
堂
よ
り
郷
重
な
る
御
返

場

所

箱

根

(

湯

本

の

予

定

)

事

を

い

た

だ

き

、
会
員
の
皆
様
に
よ
ろ
し

会
費
一
一
、
五
O
O
J
三
、
0
0
0円
一
く
御
伝
え
下
さ
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

O
永
年
病
気
療
養
の
た
め
休
職
さ
れ
て
い
会
員
近
況

た
大
森
清
弘
君
は
め
で
た
く
全
快
、
去
る

一

五
期
会
幹
事
の
も
と
で
判
明
い
た
し
て

四
月
一
日
か
ら
再
び
口
腔
外
科
学
講
師
と
一
い
る
も
の
の
み
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

-
し
て
復
職
、
大
い
に
研
究
に
診
療
に
頑
張
石
川

融
君
凶
月
末
日
よ
り
約
三
ケ

昭

和

二

年

卒

業

で

京

都

に

開

業

中

だ

っ

て

て

お

ら

れ

ま

す

。

刀

に

わ

た

り

、
陸
上
自

た
伊
藤
修
作
君
は
、
昭
和
三
十
二
年
秋
以

一
O
卒
業
以
来
満
七
ヶ
年
、
矯
正
学
講
師
と

一

衛
隊
市
ヶ
谷
駐
屯
地
医

来
兎
角
病
気
勝
ち
だ
っ
た
が
、
昨
年
七
月

一
し
て
学
友
及
び
学
内
は
勿
論
の
こ
と
、
こ
一

務
室
勤
務

に
な
っ
て
肝
臓
癌
の
診
断
を
下
さ
れ
、
薬

一
の
方
面
の
学
会
に
お
い
て
も
将
来
を
大
い
斎
藤
昇
れ
同
月
よ
り
、
都
立
大
久

石
の
効
も
な
く
、
御
家
族
の
手
厚
い
看
護

一
に

注

目

さ

れ

て

お

り

ま

し

た

田

所

幹

彬

君

保

病

院

退

粉

、
仙
台
市

の
甲
斐
も
な
し
、
去
る
九
月
九
日
遂
に
逝

一
句
去
る
三
月
三
十
一
日
で
退
職
さ
れ
、

一

荒

町

二

二

、
斎
藤
歯

か
れ
た
。
御
遺
族
は
升
子
未
亡
人
と
三
女

一
自
由
ヶ
丘
の
診
療
所
で
父
上
の
後
継
者
と

一

科
医
院
を
開
業
。

一
男
、
後
継
者
た
る
べ
き
長
男
は
小
学
校

一
し

て

診

療

に

従

事

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

以

上

五
年
生
。

一

尚
、
両
君
の
歓
迎
と
送
別
を
か
ね
て
、

一

(五
期
会
幹
事
)

伊
藤
君
は
稀
に
み
る
立
派
な
体
格
の
持

一
学
内
役
員
有
志
が
去
る
十
二
日
、
さ
さ
や

一

主
で
、
又
更
生
会
の
関
西
地
方
の
有
力
メ

一
か
な
会
を
聞
き
ま
し
た
。

六

墓

会

ンパ

l
の
一
人
で
あ
っ
た
。
種
々
の
要
職

一
O
第
二
回
一
期
会
総
会
開
催
に
つ
い
て
の

一

に
も
つ
か
れ
、
将
来
も
富
且
さ
れ
て
居
っ

一
臨
時
役
員
会
を
去
る
二
十
一
日
学
内
に
お

一
O
六
喜
会
第
一
凶
総
会
を
昨
年
十
一
月
二

た
の
に
残
念
な
こ
と
を
し
た
。

一
い
て
聞
き
、
前
記
の
概
略
が
定
ま
り
ま
し
日
に
後
楽
園
レ
ス
ト
ラ
ン
に
お
い
て
、
七

愁
傷
の
極
、
謹
ん
で
哀
悼
し
、
御
冥
福

一
た
。
準
備
係
は
、
佐
藤
(
徹
)
、
倉
繁
、
大
十
九
名
の
出
席
者
を
迎
え
て
盛
大
に
行
う

を
祈
る
。
(
北
村
勝
衛
記
)

一
森
の
三
君
。

一
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

O
右
の
記
事
及
び
昭
二
会
使
り
は
昨
年
原

一
O
こ
れ
と
同
時
に
、
東
京
歯
科
同
窓
会
ク

O
外
傷
に
よ
る
下
半
身
麻
廊
で
療
養
中
の

稿
を
い
た
だ
き
掲
載
さ
れ
る
予
定
の
筈

一
ラ
ス
代
表
評
議
員
選
出
を
行
い
、
役
員
一

一
小
山
勉
君
に
見
舞
金
と
し
て
、
金
五
千
円

で
し
た
が
編
集
の
都
合
上
掲
載
が
大
変

一
同
相
談
の
結
果
、
津
島
秀
雄
君
を
選
出
、

一
を
送
り
ま
し
た
。

遅
れ
ま
し
た
事
を
お
託
ぴ
申
し
上
げ
ま

一
同
窓
会
に
そ
の
旨
通
知
し
ま
し
た
(
出
席
。
伊
勢
湾
台
風
の
水
害
見
舞
と
し
て
、
床

す。

一者

・
倉
繁
、

大
森
、
羽
賀
、

関
根
、
津

一
上
四
尺
の
浸
中
小
を
受
け
た
楠
崎
渥
君
に
金

一
三
千
円
を
送
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
同
君
よ

島
、
宝
回
、
見
明
〉
。

以
上

(
三
五
・
四
・
一一

礼
状
と
共
に
ほ
と
ん
ど
元
に
復
し
て
元

二
三
、
見
明
記
)

一

-

一気
に
や
っ
て
い
る
と
の
お
便
り
が
あ
り
ま

し
た
。

五

期

会

O
黒
田
、
穂
坂
正
典
両
君
の
御
尊
父
の
香

典
と
し
て
金
千
円
宛
お
送
り
し
ま
し
た
。

陽
春
の
候
、
会
員
諸
兄
姉
に
は
、
益
々

一
O
会
員
名
簿
を
出
そ
う
と
の
案
も
あ
り
ま

御
発
展
の
こ
と
を
推
察
い
た
し
て
お
り
ま

一
す
の
で
、
現
住
所
を
変
更
さ
れ
た
方
は
必

す。

一
ず
幹
事
宛
御
一
報
下
さ
い
。
(
服
部
、
大

さ
て
、
過
日、

故
藤
代
繁
果
君

b
弔
慰

一橋
、
市
川、

校
)

金
ー
を
お
願
ふ
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
早
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(台
風
の
被
害

・
安
問
符
君
撮
影
)

伊
藤
信
作
君
(
昭
2
率
)
死
去

期

会

O
新
緑
の
候
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
間

近
く
初
夏
の
す
が
す
が
し
さ
が
身
に
し
み

る
よ
う
で
す
が
、
皆
様
に
は
い
か
が
お
過

し
で
し

ょ
う
か
。

一
期
会
も
、
今
年
は
総
会
開
催
年
度
に

あ
た
り
、
何
か
と
心
せ
わ
し
く
も
感
じ
ら

れ
ま
す
。
今
回
は
前
総
会
よ
り
も
一

層
盛

会
に
致
し
た
い
と
役
員
一

同
張
切
っ

て
お
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